
JP 2007-118913 A5 2009.1.22

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成21年1月22日(2009.1.22)

【公開番号】特開2007-118913(P2007-118913A)
【公開日】平成19年5月17日(2007.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2007-018
【出願番号】特願2005-328753(P2005-328753)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｃ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｃ   7/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月21日(2008.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　上記の最大深さが下記式の値以下である請求項２に記載のタイヤ：

【数１】

(ここで、Ｎは上記の高さに等しく、Ｑは上記のラジアルオフセットである)
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　上記タンジェント角度が10°以上でかつ下記式の値以下である請求項１に記載のタイヤ
：
【数２】

(ここで、ＨＣは上記カッタウェイ断面のラジアル高さに等しく、Ｄは上記深さである)
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１３】
　上記カッタウェイが、上記プロフィルの放射方向最外側および放射方向最内側の位置で
少なくとも10°のタンジェント角度αを有する放物線によって規定され、上記放物線が最
大深さに対応する軸線方向位置を通る請求項１に記載のタイヤ。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１８】
　上記タンジェント角度αの最小値が10°である請求項１４に記載の方法。
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